
我が国における血液 の行方（平成 2 2 年 版 ）

献血
申込者数

6,363,726

採血種類別
採血人数

合計
5,318,586

200mL
459,165
400mL
3,270,022
血小板
836,305
血漿

753,094

適とされた
本数

合計
5,149,391

200mL

400mL

血小板

血漿

　これは、我が国
の血液の行方の
全体像です。
　まず、献血を
申し込んだ方に
対し、採血前の検
査が行われ、問
診により健康状
態が確認されま
す。

　採血前検査を
通った方から採
血された血液は、
感染症や抗体に
ついて検査され
ます。
　ここで不適と
されたものは、以
後の製造には用
いられません。

　検査で適とさ
れた血液は、輸
血用血液製剤や
原料血漿に調製
されます。
　輸血用血液製
剤は、日本赤十
字社から医療機
関に供給されま
す。

　調製されたもの
のうち、有効期間を
過ぎたものは、輸血
用血液製剤として
使用することはで
きませんが、血漿成
分は原料血漿とし
て利用されていま
す。
　また、割合として
はわずかですが、製
造工程における破
損等により、供給で
きなくなるものも
あります。

　輸血用血液製剤として調製されたもののうち、有効期間を過ぎたも
のや、成分採血で原料血漿用に採血した血漿等から、原料血漿が製造
されます。
　原料血漿は、日本赤十字社の血漿分画センターや、国内製造業者3
社において、血漿分画製剤に加工されます。中間原料の「PⅡ＋Ⅲ」「P
Ⅳ－1」や「PⅣ－4」については、36ページを御参照ください。
　これらの血漿分画製剤は、日赤を含む国内4社から医療機関に供給
されますが、一部の製剤については輸入に頼っており、自給率が低い
製剤もあります。
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全血製剤  

1単位 

2単位

赤血球製剤  

1単位 

2単位 

血小板製剤  

1単位 

2単位 

5単位 

10単位 

15単位 

20単位 

血漿製剤

1単位 

2単位 

5単位 

161

492

441,104

3,060,121

1,341

694

16,040

664,453

57,943

66,574

62,508

784,437

193,008

輸血用血液製剤
製造本数

全血製剤  

1単位 

2単位

赤血球製剤  

1単位 

2単位 

血小板製剤  

1単位 

2単位 

5単位 

10単位 

15単位 

20単位 

血漿製剤

1単位 

2単位 

5単位 

120

430

428,760

3,027,697

729

408

15,004

639,101

54,407

63,828

61,956

733,722

174,176

輸血用血液製剤
供給本数

全血製剤

1単位

2単位

赤血球製剤

1単位

2単位

血小板製剤

1単位

2単位

5単位

10単位

15単位

20単位

血漿製剤

1単位

2単位

5単位

41

62

12,344

32,424

612

286

1,036

25,352

3,536

2,746

552

50,715

18,832

輸血用血液製剤
供給不能本数

「1単位」とは、200mL
全血採血に相当する量

47.1万L

日赤血漿分画センター

凝固因子製剤用

一般の分画製剤用
42.8万L

日赤血液管理センター

（貯留保管3.0万L充当）
9.7万L

日赤九州ブロック血液センター

99.6万L

原料血漿

（H22年度）

核酸増幅検査（NAT）

（中間原料血漿）
血漿分画製剤（22年度自給率）

○アルブミン製剤

○第Ⅸ因子製剤
○　フィブリノゲン製剤
　　トロンビン製剤
　　活性化プロテインC
　　人ハプトグロビン
○組織接着剤

○第Ⅷ因子製剤

○　インヒビター製剤
　　第Ⅷ因子製剤
　　抗D（Rho）IG製剤
　　抗破傷風IG製剤
　　C1ーインアクチベータ
○免疫グロブリン製剤
○抗HBsIG製剤
○ATⅢ製剤

＜輸入＞
○製剤・血漿
・アルブミン製剤
・組織接着剤
・インヒビター製剤
・免疫グロブリン製剤
・抗HBsIG製剤
・抗D（Rho)IG製剤
・抗破傷風IG製剤
・ATⅢ製剤
・C1ーインアクチベータ
・血漿
・中間原料

○遺伝子組換え
 ・アルブミン製剤
 ・第Ⅶ因子製剤
 ・第Ⅷ因子製剤
 ・第Ⅸ因子製剤

※問診①②については
　23ページ参照

不 適 人 数

※

一 次 検 査

7,178

13,024

2,831

4,559

3,919

2,351

9,300

125,056

7,196

175,414

93

4

1

98

20.0万L
5.0万L

8.8万L
7.0万L
8.2万L

0万L
13.1万L
13.0万L
20.1万L
4.5万L

58.2％（血漿）・・・・・・・
100％（血漿）
74.9%（組換含）
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